
ＬＣリニアメント

・ＬＣリニアメントに対応す
る位置において、中位
段丘堆積層に変位・変
形を与える西傾斜の逆
断層が認められる。
・断層による変位量は古
い地層ほど大きく、十和
田大不動火山灰（約3.2
万年前）にまで変位・変
形が認められ、さらに
上位の十和田八戸火
山灰（約1.5万年前）に
は及んでいない。

４．敷地周辺の断層評価
４．４ 出戸西方断層の評価結果（Ｄ－１露頭法面スケッチ）
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 規模：
総延長約420ｍ
幅最大約50ｍ
深さ最大10ｍ

 掘削：
2014年５月～９月

 埋戻し：
2016年11月完了

４．敷地周辺の断層評価
４．４ 出戸西方断層の評価結果（断層南方延長トレンチ）

北 南
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ロ１断層（N20ﾟE30ﾟE)

ロ２断層（N19ﾟE35ﾟE) イ断層（N25ﾟE50ﾟE)
※走向傾斜は磁北表記

・トレンチ内には、出戸西方断層と同じ変位センスを持つ断層（西傾斜、西上がりの逆断層）は認められない。
・ただし、複数の小規模な断層が認められる。これらの断層は、活動時期の観点から大きく下表のとおり分類される。

断層の分類 活動時期 活動性の知見 主な性状・特徴 変位センス

イ断層

鷹架層の層理面沿いある
いは斜交して認められ、
中位段丘堆積層中の洞
爺火山灰（Toya）層準まで
変位・変形を与える断層 段丘堆積層

堆積後

段丘堆積層の基底
面及びToyaに変
位・変形を与える。

・鷹架層中では砂岩の層理面沿い、一部層理面に斜交
して認められ、幅10mm程度の軟質粘土を挟在する。
・段丘堆積層中では雁行する。

東傾斜・
東上がり
逆断層センスロ１断層 鷹架層の層理面沿いに

認められ、中位段丘堆積
層基底面に変位・変形を
与える断層

段丘堆積層の基底
面に変位・変形を
与えるが、Toyaに
変位・変形を与えな
い。

・鷹架層中では砂岩の層理面沿いに認められ、幅数
mmの軟質粘土を挟在する。

ロ２断層
・鷹架層中では、凝灰岩と砂岩との境界付近の層理面
沿いに認められ、幅数mmの砂～シルトを挟在する。

ハ系断
層

鷹架層中の断層
段丘堆積層
堆積前

段丘堆積層の基底
面に変位・変形を
与えない。

・固結細粒物を挟在する。層理面沿い及び層理面に斜
交するもの両方が認められる。

正断層・逆断
層共に認めら
れる。

４．敷地周辺の断層評価
４．４ 出戸西方断層の評価結果（断層南方延長トレンチ）
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測 線

調査方法

地形判読

ボーリング
トレンチ

反射法地震探
査

ボーリング
トレンチ

ボーリング
トレンチ

反射法地震探査

B測線からの
南北距離
（概略）

(1)
リニアメント
・変動地形

(2)
出戸西方
断層

(3)
軟質細粒物を
挟む断層

(4)
鷹架層の構造

X （-750m）
LC

（D-1露頭
付近）

○ ×

【地質構造】
・鷹架層の走向は、
Ｃ測線付近以北
では南北走向、Ｃ
測線付近以南で
は北東走向を示
す。
・出戸西方断層沿
いに認められる
急傾斜構造は、
南方に向かって
傾斜が緩くなる。

→Ｃ測線付近を境
に鷹架層の地質
構造に差異がみ
られる。

Y （-640m） （河川部） ○ ×

A （-520m） （河川部） ○ ○

Z （-315m） LD × ○

B 0m × ×
○ (B測線南方
約67m)

C 245m × × ×

D 565m × × ×

E 800m × × ×

F 1,150m × × ×

(1)Z測線以南にはリニアメント・変動地形は判読されない。
(2)出戸西方断層は、X測線付近で東側にわずかに湾曲した分布形態を示しつつ、直線的に南方へ連
続するが、Z測線以南には連続しない。

(3)断層南方延長トレンチで認められた東傾斜東側隆起の小断層は、Ｂ測線南方約67mでは認められ
ず、同様な性状を持つ断層はＣ測線以南のボーリング調査では認められない。

(4) 鷹架層の地質構造は、Ｃ測線付近以北では南北走向、Ｃ測線付近以南では北東走向を示し、出
戸西方断層沿いに認められる急傾斜構造（高角度東傾斜、一部逆転）は、南方に向かって傾斜が
緩くなることから、Ｃ測線付近を境に鷹架層の地質構造に差異がみられる。

D-1露頭

(3)断層南方延長トレンチで認
められた東傾斜東側隆起の
小断層は、Ｂ測線南方約67m
では認められず、同様な性状
を持つ断層はＣ測線以南の
ボーリング調査では認められ

ない。

(2)出戸西方断層は、X測
線付近で東側にわずか
に湾曲した分布形態を
示しつつ、直線的に南方
へ連続するが、Z測線以
南には連続しない。

(1)Z測線以南にはリニア
メント・変動地形は判読
されない。

出戸西方断層確認位置
軟質細粒物を挟む断層確認位置

４．敷地周辺の断層評価
４．４ 出戸西方断層の評価結果（南端周辺の各調査結果）
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敷地

出

戸

西

方

断

層

既往
【尾駮沼南岸】
ボーリング調査位置

【鷹架沼南岸】
砂子又層・六ヶ所層の年代示標取得等のための地
表地質調査・ボーリング調査

・向斜構造の上載地層である六ヶ所層等について、以下の地質
調査を実施した。

【鷹架沼南岸】
・地表地質調査
・ボーリング調査
・地質年代測定（微化石分析、FT、U-Pb）

４．敷地周辺の断層評価
４．４ 出戸西方断層の評価結果（南方の向斜構造付近の調査結果（位置図））

63



・地質断面図において、鷹架層と砂子又層下部層の不整合
付近を対象に実施した群列ボーリング調査結果から、傾
斜して分布する鷹架層と砂子又層下部層の不整合境界を、
さらに不整合でほぼ水平に覆って分布する六ヶ所層（R）を
確認している。

・六ヶ所層（R）の年代示標となる地質の有無を確認するた
め、既往OS-6孔と既往OS-7孔の間でB-20孔を配置し、
ボーリング調査を実施した。

・その結果、放射性年代測定の精度を担保できるようなテフ
ラは認められなかった。

・また、六ヶ所層（R）の層厚が薄いことから、向斜構造の活
動性評価に資する地質データの確実な取得を目的として、
鷹架沼南岸の調査を実施した。

北西 南東

４．敷地周辺の断層評価
４．４ 出戸西方断層の評価結果（南方の向斜構造付近の調査結果（尾駮沼南岸））
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Ｒ
Ｓ１ Ｍ１

・ TKh露頭から露頭１にかけて地表地質調
査を実施し、露頭情報のデータを追加した。

・ 取得したデータに基づき各地層の分布を
整理し、地質構造解析により内部構造の
検討を行ったうえで、向斜軸に直交方向
の地質断面図を作成した。

４．敷地周辺の断層評価
４．４ 出戸西方断層の評価結果（南方の向斜構造付近の調査結果（鷹架沼南岸））
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北西 南東

・ 六ヶ所層の内部構造に着目すると、最下位に基底礫を伴う「シルト・砂互層」、その上位に「シルト」の順に累重しており、この「シルト」を削り込んで「礫混り砂（非海成層）」が分
布し、その上位に「細粒砂」「粗粒砂～シルト」が累重している。これらはチャネル状に分布すると解釈される「礫混り砂（非海成層）」を除いていずれもほぼ水平に分布しており、
向斜構造を形成した構造運動の影響を受けていないものと判断される。

・Tkh露頭付近と露頭１のデータから算出される中位段丘堆積層（M１面堆積物）の基底面の勾配は約1.2％であり、⑰測線のM１面の勾配1.1％と調和的である。

４．敷地周辺の断層評価
４．４ 出戸西方断層の評価結果（南方の向斜構造付近の調査結果（鷹架沼南岸））
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安山岩溶岩 （不均質な多孔質部）

火山角礫岩

安山岩溶岩 （多孔質部）

安山岩溶岩 （塊状部）

砂礫 ：Ｌ１面堆積物

（中位面）

（低位面）

凡　　　例

地形面区分図

露頭

扇状地面dt

L１面L1

M２面M2

今泉ほか編 （2018） による
活断層図の凡例

　活断層

　活断層， 位置不確か
　（人工改変 ・ 侵食崖）

　活断層， 位置不確か
　（延長部に崖あり）

　断層崖

MK測線

IB測線

MK測線

・今泉ほか編（2018）が指摘する
「出戸西方断層帯」のうち、最も
確実としている「断層崖」直近の
平坦面上において、断層線の走
向と概ね直交するよう、真北から
120°東に振った測線を設定し、
斜めボーリングMK-1孔と、鉛直
ボーリングMK-2孔を配して調査
を行い、断層の存否を確認した。

Ｏ－２露頭

ｅ

明神川

４．敷地周辺の断層評価
４．４ 出戸西方断層の評価結果（北端付近：文献が活断層を指摘する位置での調査結果（MK測線・IB測線））

IB測線

・今泉ほか編（2018）が「断層崖」と
している崖を挟んだ両側で、ボー
リング調査を実施した。

・ボーリング調査は、既往調査※測
線である「IB測線」の４孔に、今回
新たにIB-5孔とIB-6孔を配して調
査を行い、断層の存否を確認した。

※既往調査：2010年実施の東京電力・東北電力との共
同調査
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安山岩溶岩 （不均質な多孔質部）

火山角礫岩

安山岩溶岩 （多孔質部）

安山岩溶岩 （塊状部）

砂礫 ：Ｌ１面堆積物

（中位面）

（低位面）

凡　　　例

地形面区分図

露頭

扇状地面dt

L１面L1

M２面M2

今泉ほか編 （2018） による
活断層図の凡例

　活断層

　活断層， 位置不確か
　（人工改変 ・ 侵食崖）

　活断層， 位置不確か
　（延長部に崖あり）

　断層崖

A A’

投影

MK測線調査結果

・ボーリングコア観察、露頭観察の検討結果に基づき、地層の対比及び地質
構造について検討した。

・その結果、ボーリングコア深度59.00～66.50mの安山岩溶岩（塊状部）と下
図の露頭で確認した安山岩溶岩（塊状部）は同一の溶岩であると判断した。

・MK測線の泊層は大局的には西傾斜の構造を示す。

・出戸西方断層の存在を示唆する断層及び地質構造は存在しない。

A
A’

・なお、下図の露頭で確認した安山岩溶岩（多孔質部）については、上位の安山岩溶
岩（塊状部）と同一の溶岩と判断される。安山岩溶岩（多孔質部）の分布はボーリン
グコアでは確認できないため局所的であると考えられる。

４．敷地周辺の断層評価
４．４ 出戸西方断層の評価結果（北端付近：文献が活断層を指摘する位置での調査結果（MK測線調査結果））
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